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質 疑 あ れこれ

一
般
会
計
補
正

森
林
整
備

斉
尾　
智
弘

　
森
林
経
営
管
理
意
向
調
査
に

よ
っ
て
私
有
林
の
管
理
体
制
は
ど

う
な
る
の
か
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
管
理
を
自
分
で
す
る
の
か
公
に

委
ね
る
の
か
の
意
向
調
査
に
基
づ

い
て
間
伐・伐
採
を
進
め
て
い
く
。

田
中　
精
一

　
森
林
環
境
譲
与
税
と
セ
ッ
ト
で

あ
る
森
林
整
備
促
進
基
金
条
例

を
、
３
月
議
会
に
提
案
し
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
か
。

手
嶋
産
業
振
興
課
長

　
森
林
環
境
譲
与
税
が
３
月
時
点

で
仮
称
で
あ
り
、
国
会
で
使
途
等

が
確
定
し
て
い
な
く
、
基
金
条
例

を
提
案
で
き
な
か
っ
た
。

問答問答

特
別
会
計
補
正

住
宅
新
築
資
金

前
田　
栄
治

　
滞
納
整
理
対
策
は
、
今
後
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

杉
本
生
涯
学
習
課
長

　
債
権
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ

て
裁
判
所
へ
高
額
滞
納
２
件
の
申

し
立
て
を
す
る
。
回
収
で
き
る
財

産
が
な
い
、
保
証
人
か
ら
の
返
還

も
難
し
い
等
の
申
し
立
て
が
認
定

さ
れ
た
場
合
、
国
県
か
ら
の
償
還

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他

訴
え
の
提
起

田
中　
精
一

　
交
通
事
故
の
治
療
費
を
国
保
連

合
会
で
約
３
０
０
万
円
立
て
替
え

て
い
る
が
、提
訴
に
至
る
経
緯
は
。

吉
岡
健
康
推
進
課
長

　
代
理
人
と
交
渉
し
た
が
、

１
０
０
％
過
失
に
は
不
満
で
認
め

ら
れ
な
い
た
め
、
損
害
賠
償
金
を

払
わ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
納

得
で
き
な
い
の
で
裁
判
で
結
審
し

て
も
ら
い
た
い
旨
と
解
釈
を
し
た

の
で
提
訴
の
方
針
と
な
っ
た
。

問答問答

田
中　
精
一

　
３
月
議
会
で
森
林
環
境
譲
与
税

と
し
て
仮
定
の
歳
入
を
計
上
し
、

６
月
議
会
で
森
林
環
境
譲
与
税
積

立
金
と
し
て
基
金
に
歳
出
し
て
い

る
。
本
来
、
歳
入
歳
出
は
セ
ッ
ト

で
あ
り
確
定
し
た
数
字
で
提
案
す

る
べ
き
。小

澤
企
画
財
政
課
長

　
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
り
、
今
後

は
配
慮
す
る
。

問答

公
共
交
通
バ
ス

津
川　
俊
仁

　
バ
ス
路
線
再
編
に
よ
り
、
由
良

駅
が
起
終
点
に
、
あ
わ
せ
て
青
山

剛
昌
ふ
る
さ
と
館
経
由
に
な
る
。

ふ
る
さ
と
館
か
ら
由
良
駅
に
行
き

た
い
人
は
、
倉
吉
駅
行
き
で
は
な

く
由
良
駅
行
き
に
乗
る
よ
う
分
か

り
易
く
表
示
す
べ
き
。

小
澤
企
画
財
政
課
長

　
米
花
商
店
街
前
の
バ
ス
停
設
置

を
検
討
し
た
が
、
停
車
場
所
や
乗

り
降
り
の
問
題
が
あ
り
今
回
は
見

送
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
館
バ
ス
停
に
利
用
者

に
分
か
り
易
い
表
示
を
す
る
。

問答

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
転
手
の
賃
金

秋
山　
修

　
運
転
手
賃
金
を
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
支
払
い
か
ら
町
の
直
接
支

払
い
に
変
更
し
た
理
由
は
。

磯
江
総
務
課
長

　
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
の
事
業
は

社
協
委
託
だ
が
、
バ
ス
運
転
手
は

町
が
直
接
依
頼
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
町
直
接
支
払
い
で
な
い
と
道

路
運
送
法
に
抵
触
す
る
た
め
。

問答

６ 月
定例議会

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
み
ち 

林
業
振
興
・
森
林
整
備
を
促
進

　
６
月
定
例
議
会
を
６
月
18
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
補
助
金
１
億
１
９
６
０
万
円
増
や
庁
舎
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
リ
ー
ス
か
ら
一
括
払
い
へ
の
変
更
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、特
別
会
計
補
正
予
算
、

森
林
整
備
促
進
基
金
条
例
の
制
定
や
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
の
町
営
住
宅
の
条
例
改
正

を
含
む
条
例
制
定
・
改
正
６
件
、
報
告
７
件
な
ど
も
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

新
し
い
バ
ス
路
線

経由ルート（新設）

危険を伴う間伐作業
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主な条例制定・改正

条　
　
　
　
　
例

北栄町森林整備促進基金条例の制定
間伐や人材育成、担い手確保、木材利用の促進や森林整備等に充てる基金を積み
立てる。

全会一致

北栄町町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部
改正
町営住宅の一部を子育て世帯用に指定し、経済的負担を軽減し、安心した子育てを
支援するため。

　　　津川　俊仁
　　　 子育て世帯のための改正であり、対象戸数を確定した方が良いと考えるが。

　　　藤江住民生活課長
　　　 3DKの部屋を対象とし、３棟で18戸ある。そのうち何戸かは指定するが、

申込み次第で空室が出るかもしれないので確定はしない。

北栄町公の施設における指定管理者の指定手続き等
に関する条例の一部改正
質問　津川　俊仁
　　　 町議会議員や町長等の関係者が役員をしている法人は、指定管理者になる

事が出来ないとある。
　　　公募法人の役員に該当者がいるかのチェック体制は。

答弁　小澤企画財政課長
　　　申請時に役員名簿の提出を義務化。関係者についてもしっかりチェックする。

質問　井上　信一郎
　　　委託期間中途で該当者が役員になった場合どうなるのか。

答弁　小澤企画財政課長
　　　指定管理者の取り消しとなる。

質問　井上　信一郎
　　　急な取り消しの場合、次の管理者が決定するまでの空白期間はどうするのか。

答弁　松本町長
　　　 休業・休館等にならないよう直営も含め町が責任を持つ。

北栄町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正
選挙執行に関係する選挙長や立会人等の特別職非常勤職員の報酬を引き上げる。

北栄町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

北栄町介護保険条例の一部改正
消費税増税分を充当して第１号被保険者の第１から第３段階における介護保険料
を軽減する。

可
決

質問

答弁
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請願・陳情件名 請願・陳情者名 採決 委員会の意見・討論・結果

地方財政の充実強化を求める請願

自治労鳥取県本部
執行委員長
　西村裕生

他　１団体
紹介議員
　津川俊仁

採　択

全会一致

委員会意見：地方財政の安定と確立を
はかるため。

結果　⇒　意見書を提出

「最低賃金の改善と中小企業支援の
充実を求める意見書」を求める請願

鳥取県労働組合総
連合
議長　田中　暁　
紹介議員
　長谷川昭二

不採択

賛成２

委員会意見：経営者に対する具体的支
援策がないままに、賃金を1000円にす
ることは、時期尚早である。

　　　　　 長谷川昭二
ワーキングプアを無くし、貧困の連鎖
を断ち切るためには必要。

　　　　　 井上信一郎
賃金は、経営者が判断すべきで、政府が、
決めるのはなじまない。

結果　⇒　措置なし

辺野古新基地の建設の即時中止と、普
天間基地の沖縄県外・国外移転につい
て、国民的議論により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解決するべきと
する意見書の採択を求める陳情
（同名の陳情が別々に提出）

「新しい提案」実行
委員会　
代表　安里長従

不採択

賛成５

委員会意見：普天間基地の移転先とし
て辺野古新基地は必要。

　　　　　 長谷川昭二
新基地建設を条件にしない普天間基地
の撤去が、沖縄県民の総意。

　　　　　 藤田和徳
沖縄だけに負担を強いるのでなく、全
国民で考えるべき事。

結果　⇒　措置なし

全国青年司法書士
協議会
会長　半田久之

不採択

賛成５

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促
進する意見書に関する陳情

宜野湾市民の安全
な生活を守る会　
会長　平安座唯雄

不採択
賛成０

委員会意見：普天間飛行場の辺野古移
設は沖縄県民の総意に反するため。

結果　⇒　措置なし

ハンセン病元患者家族に対する救済
を求める意見書の提出を求める陳情

ハンセン病元患者
家族に対する政府
の謝罪と賠償を求
める会
代表　池原正雄

採　択

全会一致

委員会意見：国はすべてのハンセン病
差別の救済に積極的に取り組む必要が
ある。

結果　⇒　意見書を提出

汚染土および放射性物質等の持ち込
み拒否に関する条例の制定の陳情 　岸田まどか

不採択

賛成０

委員会意見：汚染土の問題は全国的に
論議すべきで、１自治体が拒否する条
例を制定すべきものではない。

結果　⇒　措置なし

賛成討論

反対討論

賛成討論

賛成討論

請 願 ・ 陳 情 審 査 結 果
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質問分野 質　　問　　事　　項 質 問 者 ページ

生活・環境

町道の除草 藤田　和徳
６

歩道の点検 森本真理子

消防車の運転免許取得助成 油本　朋也
７

風力発電所の今後 斉尾　智弘

政治・政策

地方公会計
秋山　　修 ８

ＳＤＧｓ（エスディージーズ）

消費増税 津川　俊仁
９

ドリーム農場 阪本　和俊

教育・福祉

幼児教育無償化 津川　俊仁
10

携帯電話 森本真理子

小学生の登下校時の安全対策
斉尾　智弘 11

中学校の部活動

放課後児童クラブの基準緩和
長谷川昭二 12

後期高齢者の医療費負担の軽減

ここを う問町
政

６月定例議会では8人の議員が
14問の一般質問を行いました。

町
政
こ
こ
を
問
う



歩
道
の
点
検

誰
に
も
や
さ
し
い
歩
道
へ

町
長

目
視
で
の
点
検
を
実
施

　
　
　
　
　
　
あ
る
日
ベ

ビ
ー
カ
ー

を
押
し
て
歩
道
を
通
っ

た
。
で
こ
ぼ
こ
で
上
手
に

押
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　
車
い
す
で
生
活
さ
れ
て

い
る
方
、
体
が
不
自
由
な

方
に
と
っ
て
、
こ
れ
で
は

だ
れ
に
も
や
さ
し
い
歩
道

と
は
い
え
な
い
。
早
急
に

点
検
し
、
修
繕
を
。

森
本

　
　
　
　
　
　
町
道
の
点
検

は
、
目
視
や

住
民
か
ら
の
情
報
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
が
、
道
路
を
主

体
と
し
た
も
の
な
の
で
、
あ

町
長

ら
た
め
て
歩
道
の
み
の
点
検

を
し
た
い
。

　
修
繕
は
地
域
整
備
課
で
対

応
す
る
。

　
　
　
　
　
　
農
作
業
中

の
事
故
が

頻
発
す
る
中
、
自
治
会
に

よ
る
町
道
除
草
に
燃
料
代

だ
け
の
助
成
で
は
割
に
合

わ
な
い
。

　
町
は
年
１
億
円
の
費
用

が
い
る
と
言
う
が
、
仮
に

１
回
の
除
草
代
を
２
万
５

千
円
と
し
て
、
年
4
回
で

10
万
円
。
63
自
治
会
で
も

藤
田

６
３
０
万
円
で
済
む
。
自

治
会
活
動
費
に
上
乗
せ
し

て
は
。

町道の除草

町長 検証する
燃料代だけでは刈れない

　
　
　
　
　
　
現
在
の
助
成

制
度
は
平
成

30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。
助
成
方
法
に
つ
い
て
は

検
証
す
る
。

町
長

藤田　和徳

森本　真理子
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刈っても刈ってもすぐ伸びる

ベビーカーが押しにくい歩道

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
活
・
環
境
）

油本　朋也　
　
　
　
　
　
平
成
29
年

３
月
の
道

路
交
通
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
そ
れ
以
降
に
取
得

し
た
普
通
免
許
で
は
車
両

総
重
量
の
制
限
を
上
回
る

町
内
の
消
防
車
の
運
転
が

で
き
な
く
な
っ
た
。

　
国
か
ら
防
災
体
制
の
強

化
の
た
め
消
防
団
員
の
増

加
が
自
治
体
に
要
請
さ
れ

る
今
、
新
人
の
団
員
が
消

防
車
を
運
転
す
る
た
め
に

必
要
に
な
っ
た「
準
中
型
」

油
本

消防車の運転免許取得助成

町長 団員確保のため補助する
制度の創設を

風
力
発
電
所
の
今
後

迫
る
耐
用
年
数

町
長

今
後
、
協
議
・
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
北
条
砂
丘

風
力
発
電

所
は
、
法
定
耐
用
年
数
ま

で
あ
と
３
年
と
な
っ
て
い

る
。

　
撤
去
費
用
が
積
み
立
て

ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
の

構
想
は
。

　
「
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
」

が
成
立
し
て
い
る
が
、
町

と
し
て
洋
上
風
力
発
電
の

導
入
の
可
能
性
は
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
北
条
砂
丘
風

力
発
電
所
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
す

る
か
、
解
体
撤
去
す
る
か
、

民
間
に
譲
渡
す
る
か
来
年
度

に
は
、
具
体
的
な
方
向
性
を

協
議
・
検
討
し
て
い
く
。

　
洋
上
風
力
発
電
に
つ
い
て

は
、
県
内
に
促
進
区
域
の
指

定
が
、
現
時
点
で
は
な
く
、

建
設
コ
ス
ト
等
課
題
も
多
く

町
単
独
で
は
な
く
国
や
県
と

連
携
し
な
が
ら
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

町
長

　
　
　
　
　
　
町
の
消
防
自

動
車
は
５
台

で
車
両
総
重
量
が
４・
９
ト

ン
、
ま
た
広
報
用
の
多
機
能

車
は
３・
8
ト
ン
で
平
成
29

年
３
月
法
律
改
正
後
の
普
通

免
許
で
は
運
転
で
き
な
い
仕

様
と
な
っ
て
い
る
。

　
消
防
団
員
確
保
の
た
め

に
、
準
中
型
免
許
取
得
の
た

め
の
補
助
制
度
を
設
け
る
。

町
長

斉尾　智弘

洋上風力発電（イメージ）

準中型免許が必要な消防車

免
許
取
得
に
必
要
な
費
用

の
助
成
を
。

議会だより北栄 ５２号
２０１９年９月7

町
政
こ
こ
を
問
う
（
生
活
・
環
境
）



議会だより北栄 ５２号
２０１９年９月 8

　
　
　
　
　
　
❶
平
成
29
年

度
決
算
分

は
、平
成
31
年
3
月
に
完
成
。

平
成
30
年
度
決
算
分
は
、
年

内
を
目
標
と
し
て
前
年
度
分

よ
り
少
し
で
も
早
く
完
成
さ

せ
た
い
。
一
般
会
計
等
に
地

町
長

方
公
営
事
業
会
計
を
加
え
た

全
体
財
務
書
類
も
、
年
内
の

完
成
を
目
指
す
。
連
結
財
務

書
類
（
全
体
財
務
書
類
＋
鳥

取
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合

＋
鳥
取
県
町
村
総
合
事
務
組

合
な
ど
）
は
、
来
年
の
３
月

の
完
成
を
見
込
む
。

❷
東
京
都
港
区
で
は
、
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
で
事
業
や
施

設
の
管
理
運
営
に
係
る
コ
ス

ト
を
明
ら
か
に
し
、
一
般
財

源
充
当
率
や
一
人
あ
た
り
の

コ
ス
ト
な
ど
が
判
明
し
、
事

業
計
画
を
見
直
す
き
っ
か
け

に
し
た
事
例
が
あ
る
。
本
町

で
も
こ
れ
を
参
考
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
地
方
公
会

計
で
得
ら

れ
る
情
報
を
予
算
編
成
等

に
積
極
的
に
活
用
し
、
限

ら
れ
た
財
源
を
「
賢
く
使

う
」
取
組
み
は
極
め
て
重

要
。

❶
予
算
議
決
か
ら
地
方
公

会
計
に
よ
る
財
務
書
類
の

完
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

❷
セ
グ
メ
ン
ト
分
析
を
、

事
業
評
価
、
道
の
駅
「
北

条
公
園
」
な
ど
の
事
業
取

組
み
に
活
用
す
る
予
定
は
。

秋
山

秋山　修

　
　
　
　
　
　
平
成
31
年

度
当
初
予

算
の
施
政
方
針
に
お
い
て

「
北
栄
町
ま
ち
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
次
期
計
画
の

中
に
、
持
続
可
能
な
開
発

目
標
で
あ
る「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

の
理
念
を
導
入
す
る
と
方

針
が
示
さ
れ
た
。

❶
持
続
可
能
な
地
域
を
作

る
た
め
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

本
町
で
取
組
む
意
義
は
。

❷
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
取

り
入
れ
る
予
定
は
あ
る
か
。

秋
山

　
　
　
　
　
　
❶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
示
す
多
様

な
目
標
を
追
及
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
本
町
が
抱
え
る

諸
課
題
を
解
決
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
発
展
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

町
長

ち
地
方
創
生
に
も
資
す
る
も

の
と
考
え
る
。

❷
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

は
検
討
し
た
い
。

※ 
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー

ズ
と
読
む
。
２
０
１
5
年
国
連

サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持

続
可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と

で
あ
り
、
持
続
可
能
な
世
界
を

実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー
ル

と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

新聞報道でも見かけるようになった （日本海新聞）

取
り
組
む
意
義
は

町
長

地
方
創
生
に
資
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

地方公会計

どう生かす
町長 港区を参考にする

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）

ド
リ
ー
ム
農
場

社
長
交
代
を

町
長

今
後
も
し
っ
か
り
と
運
営

　
　
　
　
　
　
ド
リ
ー
ム

農
場
は
、

町
が
１
千
５
０
０
万
円
出

資
し
た
財
政
的
援
助
団
体

で
あ
り
、
地
方
自
治
法
・

民
法
・
会
社
法
で
、
町
長

の
社
長
兼
務
を
禁
止
し
て

い
る
。（
双
方
代
理
）

　
農
場
が
、
経
営
破
綻
す

れ
ば
町
民
に
負
担
が
か
か

る
。
今
の
う
ち
に
社
長
交

代
を
。

阪
本

　
　
　
　
　
　
法
に
抵
触
し

て
い
る
よ
う

な
事
実
は
な
く
、
今
後
も

し
っ
か
り
と
運
営
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
㈱
ド
リ
ー
ム
農
場
は
、
単

な
る
一
企
業
で
は
な
く
地
方

町
長

創
生
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く

公
的
側
面
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
た
め
、
あ
る
程
度
道
筋

が
見
え
て
き
た
段
階
で
、
社

長
交
代
の
こ
と
は
考
え
た
い
。

議会だより北栄 ５２号
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阪本　和俊

期待のかかるドリーム農場

　
　
　
　
　
　
10
月
1
日

の
消
費
増

税
に
対
し
て
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
が
発
行
さ
れ

る
。
低
所
得
者
及
び
子
育

て
世
代
へ
の
消
費
に
与
え

る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め

国
主
体
の
事
業
と
、
町
独

自
の
2
本
立
て
で
あ
る
。

し
か
し
消
費
増
税
に
対
す

る
景
気
対
策
は
不
十
分

だ
。
対
策
を
追
加
す
べ
き
。

　
軽
減
税
率
の
導
入
は
、

低
所
得
者
対
策
に
は
な
ら

ず
、
小
売
業
者
の
事
務
負

担
の
増
加
と
混
乱
を
招
く

だ
け
で
あ
り
、
事
業
継
続

支
援
と
事
務
処
理
軽
減
対

策
を
講
ず
る
べ
き
。

津
川

消費増税

町長 プレミアム商品券で対応
町民を守れ

　
　
　
　
　
　
町
単
独
で
の

追
加
の
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
は
、
県

内
で
湯
梨
浜
町
と
若
桜
町
と

八
頭
町
と
本
町
で
あ
り
、
追

加
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

で
景
気
対
策
に
対
応
で
き

る
。
そ
も
そ
も
消
費
増
税
対

策
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て

行
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
北
栄
町
商
工
会
員
３
７
３

の
う
ち
、
軽
減
税
率
に
よ
っ

て
、
影
響
を
受
け
る
小
売
業

及
び
飲
食
業
の
事
業
者
は
、

約
１
０
０
で
、
会
員
の
26
％

に
あ
た
る
。
従
来
の
事
務
処

理
か
ら
煩
雑
に
な
る
の
は
農

業
経
営
者
も
同
じ
で
、
商
工

会
、
県
な
ど
と
連
携
し
て
で

き
る
対
応
を
し
た
い
。

町
長

レジ補助金の宣伝はされているが

津川　俊仁

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）



　
　
　
　
　
　
改
正
子
ど

も
・
子
育

て
支
援
法
成
立
を
受
け

て
、
幼
児
教
育
無
償
化
が

10
月
か
ら
始
ま
る
。

❶
３
歳
か
ら
５
歳
児
及
び

０
歳
か
ら
２
歳
児
の
保
育

料
は
。

❷
自
宅
で
保
育
す
る
家
庭

へ
の
支
援
制
度
は
継
続
す

る
の
か
。

津
川

幼児教育無償化

こども園の無償化は

携
帯
電
話

小
中
学
校
の
実
態
は

教
育
長

中
学
生
で
所
持
率
50
％
近
く

　
　
　
　
　
　
中
学
生
で
は

50
％
近
く
が

所
持
し
て
い
る
。

　
児
童
生
徒
に
対
し
て
生
活

実
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
の
使
用
状

況
を
調
査
し
て
い
る
。

　
ゲ
ー
ム
障
害
を
防
ぐ
た
め

に
、
携
帯
電
話
等
の
使
用
時

教
育
長

　
　
　
　
　
　
本
町
で
は
す

で
に
国
の
基

準
を
大
幅
に
下
回
る
保
育
料

の
基
準
設
定
や
、
多
子
世
帯

へ
の
軽
減
、
無
償
化
を
行
っ

て
き
た
。
10
月
か
ら
の
幼
児

教
育
無
償
化
で
、
さ
ら
に
拡

充
し
、
よ
り
多
く
の
方
へ
支

町
長

援
が
広
が
る
こ
と
に
期
待
す

る
。

　
　
　
　
　
　
❶
３
歳
か
ら

５
歳
児
ま
で

は
全
て
の
児
童
の
保
育
料
が

無
償
、
０
歳
か
ら
２
歳
児
ま

で
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

児
童
に
の
み
無
償
。
お
や
つ

を
含
む
副
食
費
月
額
４
５
０

0
円
は
保
護
者
負
担
と
な
る
。

❷
生
後
２
か
月
を
超
え
て
１

歳
６
か
月
ま
で
の
乳
幼
児
を

家
庭
で
保
育
す
る
保
護
者
に

対
し
、
１
月
当
た
り
３
万
円

を
支
給
す
る
「
在
宅
育
児
支

援
金
事
業
」
は
、
子
育
て
の

選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
お
り
、
今
後
も

引
き
続
き
実
施
す
る
。

教
育
長

間
の
制
限
な
ど
の
ル
ー
ル
作

り
を
家
庭
で
し
っ
か
り
話
し

合
う
こ
と
が
必
要
。

　
児
童
生
徒
対
象
に
メ
デ
ィ

ア
学
習
や
講
演
会
を
、
保
護

者
対
象
に
講
演
会
を
実
施
。

今
後
は
犯
罪
被
害
の
防
止
の

視
点
も
含
め
た
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
更
に
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
全
国
で

は
、
携
帯

電
話
で
長
時
間
ゲ
ー
ム
に

の
め
り
込
み
日
常
生
活
に

悪
い
影
響
を
与
え
て
い
る

実
態
が
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ

ら
れ
て
い
る
が
本
町
で
は

ど
う
か
。
そ
の
対
策
は
。

森
本

町長 子育て支援拡充に期待
教育長 給食費4500円徴収
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津川　俊仁

森本　真理子

こども園公開参観日の様子

ゲームはルールづくりをして

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
育
・
福
祉
）

斉尾　智弘　
　
　
　
　
　
近
年
全
国

各
地
で
児

童
等
が
、
犠
牲
に
な
る
痛

ま
し
い
事
件
が
多
発
し
て

い
る
。

　
平
成
30
年
６
月
に
国
が

「
登
下
校
防
犯
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
い
る
。
本
町

で
の
実
施
状
況
は
。

斉
尾

小学生の登下校時の安全対策

町長 引き続き対策強化
防犯プランは

中
学
校
の
部
活
動

種
目
の
自
由
な
選
択
を

教
育
長

複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験
を

　
　
　
　
　
　
本
町
の
部

活
動
の
種

目
は
、
北
条
中
学
校
に
は

あ
る
が
大
栄
中
学
校
に
は

な
い
も
の
が
あ
る
。ま
た
、

そ
の
逆
も
あ
る
。
小
学
校

で
頑
張
っ
た
種
目
を
中
学

校
に
な
っ
て
も
続
け
さ
せ

た
い
。

　
希
望
す
る
種
目
を
続
け

る
方
法
は
。

斉
尾

　
　
　
　
　
　
生
徒
数
の
減

少
や
、
そ
れ

に
伴
う
教
職
員
数
の
減
少
に

よ
り
部
活
動
数
が
減
少
し
て

い
る
。

　
１
校
で
チ
ー
ム
編
成
が
で

き
な
い
場
合
は
、
他
校
と
の

合
同
チ
ー
ム
を
編
成
で
き
る

が
、「
鳥
取
県
中
学
校
体
育

連
盟
」
の
合
同
チ
ー
ム
編
成

教
育
長

　
　
　
　
　
　
町
で
は
毎
年

通
学
路
の
危

険
個
所
点
検
に
加
え
、
民
生

児
童
委
員
協
議
会
や
自
治
会

の
要
望
な
ど
に
よ
り
危
険
個

所
を
把
握
し
、
必
要
な
交
通

安
全
施
設
の
整
備
・
防
犯
灯

町
長

部活動に汗を流す中学生

防犯灯もない通学路

教育長 防犯目線で点検

の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
対
策

を
強
化
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
本
町
で
も
、

「
登
下
校
防

犯
プ
ラ
ン
」
に
そ
っ
て
、
従

来
か
ら
行
っ
て
い
る
交
通
安

全
目
線
で
の
点
検
に
加
え
昨

年
８
月
に
は
、
倉
吉
警
察
署

生
活
安
全
課
長
同
行
の
も

と
、
防
犯
目
線
で
の
点
検
も

行
っ
た
。

　
今
後
も
通
学
路
の
点
検
に

加
え
、
地
域
全
体
で
の
見
守

り
体
制
づ
く
り
も
、
推
進
し

て
い
く
。

教
育
長

規
定
に
よ
り
、
在
籍
す
る
中

学
校
に
部
活
動
が
存
在
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
区
域
外
・
校
区
外
就
学
も

あ
る
が
、
一
つ
の
競
技
に
こ

だ
わ
ら
ず
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ

を
経
験
し
、
自
分
の
適
性
に

合
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
選
ぶ
こ

と
も
必
要
で
は
。
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町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
育
・
福
祉
）



長谷川　昭二　
　
　
　
　
　
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ

の
基
準
緩
和
は
、
こ
れ
ま

で
「
従
う
べ
き
基
準
」
で

あ
っ
た
１
ク
ラ
ス
２
人
以

上
と
い
う
職
員
配
置
基
準

を
拘
束
力
の
な
い
「
参
酌

基
準
」
と
し
、
自
治
体
の

判
断
で
無
資
格
者
１
人
で

の
運
営
も
可
能
に
す
る
。

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
民
間
へ
委
託
後

は
、
子
ど
も
達
の
安
全
を

ど
う
確
保
さ
れ
る
の
か
。

長
谷
川

放課後児童クラブの基準緩和

町長 安心な預け場所として期待
委託後の子どもの安全確保は

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
の
軽
減

負
担
増
中
止
の
声
を

町
長

今
後
も
国
へ
要
望

　
　
　
　
　
　
今
年
10
月

か
ら
、
後

期
高
齢
者
の
内
、
低
所
得

者
の
保
険
料
を
軽
減
す
る

特
例
措
置
が
廃
止
さ
れ
、

年
金
収
入
が
年
80
万
以
下

は
３
倍
化
、
80
万
円
超
か

ら
１
６
8
万
円
は
２
倍
化

と
な
る
。
ま
た
、
窓
口
負

担
２
割
化
に
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
は
、
受
診
抑

制
が
進
み
早
期
発
見･

治

療
が
遅
れ
る
と
反
対
し
て

い
る
。
後
期
高
齢
者
の
医

療
費
負
担
増
の
中
止
の
声

を
。 長

谷
川

保
険
料
の

軽
減
特
例
が

廃
止
に
な
る

だ
って

ど
れ
だ
け

上
が
る

だ
ら
ー
か

医療費の負担増これからどうなるか不安

学童保育の様子

教育長 安全面に心配はない

　
　
　
　
　
　
支
援
員
の
配

置
基
準
は
条

例
で
２
人
以
上
と
定
め
て
お

り
、
民
間
事
業
者
が
変
更
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

７
月
の
民
間
委
託
後
も
安
全

面
に
心
配
は
な
い
。

教
育
長

　
　
　
　
　
　
保
険
料
軽
減

特
例
の
廃
止

は
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
の

拡
充
や
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
の
支
給
と
併
せ
て
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
後
期
高
齢
者

の
生
活
に
影
響
を
与
え
な
い

よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　
窓
口
負
担
１
割
の
継
続

は
、
高
齢
者
が
必
要
な
医
療

を
受
け
る
機
会
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
、
現
状
維
持
を

求
め
て
き
た
。
今
後
も
、
国

へ
要
望
。

町
長

　
　
　
　
　
　
保
護
者
説
明

会
で
は
、
民

間
事
業
者
に
期
待
す
る
声
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
活
か
さ
れ
、
子
ど
も
達
に

と
っ
て
楽
し
い
場
所
、
保
護

者
に
と
っ
て
今
以
上
に
安
心

し
て
預
け
ら
れ
る
場
所
と
な

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

町
長

議会だより北栄 ５２号
２０１９年９月 12

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
育
・
福
祉
）

議会だより北栄 ５２号
２０１９年９月13

教
育
委
員
会
委
員
と

議
会
総
務
教
育
常
任
委
員
会
委
員
と
の

意
見
交
換
会

議
員 

小
中
一
貫
教
育
を
検
討
す
る
べ
き

で
は
。

教
育
委
員 

・ 

本
町
で
は
１
学
年
２
〜
３
ク
ラ
ス
が
し
ば

ら
く
維
持
さ
れ
る
の
で
、
一
貫
教
育
の
議

論
は
し
て
い
な
い
。

・ 

小
中
一
貫
教
育
が
必
ず
し
も
良
い
と
は
言

え
な
い
。

・ 

施
設
の
維
持
管
理
を
踏
ま
え
議
論
が
必
要
。

議
員 

民
間
委
託
に
な
る
が
、
教
育
委
員

の
皆
さ
ん
の
意
見
や
思
い
は
。

教
育
委
員 

・ 

民
間
委
託
す
る
こ
と
で
専
門
的
知
識
が
得

ら
れ
る
。

児
童
生
徒
数
減
少
へ
の
対
策

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
民
間
委
託

　
５
月
28
日
、
教
育
委
員
会
委
員
５
名
と
総
務
常
任
委
員
会
委
員
８
名
の
計
13
名
で

次
の
３
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

・
支
援
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
。

・ 

行
政
が
預
か
る
こ
と
で
地
域
の
見
守
る
力

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
懸
念
と
、
そ
う
な

ら
な
い
た
め
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
方
を

考
え
る
べ
き
。

議
員 

地
域
の
見
守
り
活
動
が
数
団
体
と

わ
ず
か
だ
が
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

教
育
委
員 

・ 

あ
ら
ゆ
る
団
体
と
協
力
体
制
を
構
築
し
、

地
道
な
活
動
を
続
け
る
。

・ 

児
童
に
も
１
人
で
は
危
険
だ
と
い
う
こ
と

を
教
育
す
る
し
か
な
い
。

　
今
後
も
引
き
続
き
協
議
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

よ
り
安
全
な
通
学
環
境
の
確
保

追跡あの質問はどうなった?
【平成30年12月定例会】

Ｑ． 災害用備蓄品にアレルギー対応
品を
【前田栄治議員】
災害時のための備蓄食料や毛布、シーツな
どにアレルギー対応が必要。

【松本町長】
アレルギー、アトピー対応の備蓄に努める。

問

答

備蓄されているアレルギー対応食料品

A． 平成31年3月にアレルギー対応
食料品を購入



議会だより北栄 ５２号
２０１９年９月 14

比
山

　
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館
の
開
館
を

土
日
、
夏
休
み
は
朝
９
時
に
し
て
。

観
光
交
流
課

　
開
館
時
間
の
変
更
は
、
職
員
の
人

員
確
保
、
勤
務
体
制
な
ど
の
調
整
、

予
算
確
保
が
必
要
で
現
時
点
で
は
困

難
。

比
山

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
表
彰
制
度
を
設

け
て
。

総
務
課

　
日
本
海
新
聞
社
主
催
の
「
地
域
貢

献
賞
」
表
彰
制
度
が
あ
り
、
対
象
者

を
推
薦
し
て
い
る
。

岩
坪

①
運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
い
な
く

て
も
、
体
調
不
良
の
場
合
に
利
用
し

た
い
。

②
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
金
を
上
げ

て
。

福
祉
課

①
利
用
拡
大
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

②
乗
り
合
わ
せ
て
利
用
し
、
個
人
負

担
を
少
な
く
し
て
。

西
穂
波

　
自
治
会
内
に
海
抜
表
示
が
ほ
し
い
。

総
務
課

　
大
雨
の
場
合
、
海
抜
が
高
く
て
も

浸
水
す
る
。
海
抜
表
示
は
津
波
の
場

合
を
重
要
視
し
て
海
側
の
地
区
だ
け

に
し
て
い
る
。

西
穂
波

　
大
栄
庁
舎
窓
口
で
の
住
民
票
交
付

に
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
。

住
民
生
活
課

　
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

西
穂
波

　
大
雨
の
た
び
に
自
治
会
内
が
冠
水

す
る
。
対
策
を
。

地
域
整
備
課

　
亀
谷
川
の
改
修
に
あ
た
っ
て
は
、

由
良
川
本
川
の
改
修
が
必
要
。
県
で

は
水
の
あ
ふ
れ
る
区
間
を
毎
年
伐
開

し
て
お
り
、
県
に
対
し
一
日
も
早
い

改
修
を
要
望
し
て
い
く
。

大
島

　
大
雨
、台
風
の
た
び
に
冠
水
す
る
。

河
川
の
改
修
促
進
を
望
む
。

地
域
整
備
課

　
西
穂
波
の
回
答
と
同
じ
。

平成30年度
出前座談会の意見要望に対する

執行部の回答
　　 平成31年２月28日付
　　　議会報告会における参加者からの要望について
 町からの回答は次のとおり

朝９時開館はGW期間中のみ

海抜表示は海側だけ

議会だより北栄 ５２号
２０１９年９月15

大
島

　
町
水
防
倉
庫
が
大
雨
の
た
び
浸
水

し
、
場
所
が
適
当
な
の
か
疑
問
。

総
務
課

　
大
島
水
防
倉
庫
は
移
転
先
を
検
討

中
。

大
島

　
自
治
会
の
防
災
用
品
保
管
倉
庫
を

設
置
す
る
助
成
制
度
が
ほ
し
い
。

総
務
課

　
町
に
は
、
自
治
会
総
合
交
付
金
の

防
災
器
具
等
半
額
助
成
（
10
万
円
上

限
）
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
が

あ
る
。

由
良
宿
１
区

　
元
の
道
路
沿
い
に
家
を
建
て
る

際
、
２
メ
ー
ト
ル
幅
の
農
道
を
無
秩

序
に
拡
幅
し
た
結
果
、
十
字
路
交
差

点
が
左
右
不
揃
い
に
な
っ
た
。
何
ら

か
の
規
制
す
る
条
例
が
必
要
で
は
。

地
域
整
備
課

　
町
道
の
認
定
は
「
北
栄
町
町
道
認

定
基
準
」
で
行
っ
て
い
る
。
ご
指
摘

の
点
は
危
険
な
道
路
構
造
と
な
ら
な

い
よ
う
検
討
す
る
。

移転先を検討中

変な形の十字路

※次回の定例会は９月５日～25日の予定です。ぜひ傍聴においでください。
　開会時間は朝９時です。

町民の皆様の意見をお聞きし、町政に反映させるため又、議会運営の改善
を図るために議会報告と意見交換を行う出前座談会を開催しています。

・開催時期　　５月から11月までの間で希望に応じます。
・開催場所　　各自治会公民館
・訪問体制　　北栄町議会議員５名＋事務局１名　計６名
・所要時間　　１時間30分程度

出前座談会の司会進行並びに会場設営等はすべて北栄町議会で行います。

北栄町議会事務局
　電話　　　　　37-2445
　ファクシミリ　37-5858

令和元年、「北栄町議会出前座談会」の
 自治会開催について



Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口／15,009人（男7,228人･女7,781人）・世帯数5,367世帯（令和元年８月１日現在）※外国人含

　

今
期
の
広
報
広
聴
委
員
会

で
の
議
会
だ
よ
り
の
作
成

は
、
次
号
ま
で
と
な
り
、
早

２
年
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

毎
号
、
紙
面
作
り
に
ご
協
力

を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

こ
の
間
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
議

会
の
様
子
を
お
届
け
し
て
き

ま
し
た
。
で
き
る
限
り
わ
か

り
や
す
く
し
よ
う
と
心
が
け

て
き
ま
し
た
が
、
十
分
に
お

伝
え
で
き
な
か
っ
た
部
分
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
お
気
づ
き
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠
慮

な
く
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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仲野　蒼
そ

空
ら

　くん　４歳（左）

仲野　美
み

海
う

　さん　２歳（右）

　くわがた、恐竜が大好きでどんどん男の子らしくなっ

ていくそらくん。これからも強くて優しいお兄ちゃんで

いてね。アンパンマンとプリンセスが大好きなみうちゃ

ん。最近はますます女の子らしくなってきて、おしゃべ

りも上手になってきたね。

　パパとママはこれからの２人の成長が楽しみです♡

（上種）

平信　結
ゆう

菜
な

さん　小４（右）

平信　海
み

咲
さき

さん　小１（左）

平信　空
そら

大
と

くん　３歳（中央）

　マイペースのゆうちゃん、たくさんチャレンジして、

たくさん成長してね。負けず嫌いなみさきちゃん、１年

生になって少しお姉さんになってきたかな。でも、まだ

まだ甘えんぼうさん。やんちゃで元気いっぱいなそらく

ん、これからもたくましくそだってね。

発
行
責
任
者
ほ
か

　
議　
長　
飯
田　
正
征

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
長
谷
川
昭
二

　
副
委
員
長　
藤
田　
和
徳

　
　
　
　
　
津
川　
俊
仁

　
　
　
　
　
野
田　
秀
樹

　
　
　
　
　
前
田　
栄
治

　
　
　
　
　
森
本
真
理
子

由良川の水制工（河口の左岸）土下山古墳群（土下）

知っとんなる？こんな北栄

　由良川の水制工は、江戸時代、舟着場付近の下流に木枠の番杭が造られ、逆
波と舟運の安全が保たれたが、明治の大水害によりその姿を失った。現在の水
制工は、平成８年に改良と復元が行われ、河川を保全しながら流域の文化を育
てている。

　土下部落南 方の丘陵地に、95基に上る古墳群がある。（実際は、100基以上あ
ると思われる。）　
　この古墳群の中心となっているのは、大将塚と呼ばれる円墳で、径52ｍ、高
さ12ｍで県下最大の円墳である。他に、（狼谷古墳）、（金い谷古墳）、（やすみ塚
古墳）等があり箱式棺、副葬品も完存しているものもある。
　皆さんも一度、古代ロマンに浸って散策をしてみては、いかがでしょう。

なかよしさん
募集中！

議会事務局まで


